
 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

当初予算の主なもの  （千円） 

① 四街道文化センター大ホール耐震改修事業 

345,563円（24，25年度事業） 

・天井、舞台、客席、障がい者用座席の確保 

・工期２５年１月 15日から 6月 30日までの予定 

② 検診事業                87,618円 

各種がん検診、骨粗しょう症検診等を行い疾病の早期発見、

予防に努める。乳がん検診では、受診率の向上と乳がんの早

期発見を図るため新たに３0歳代の方を対象とした超音波検査

を個別検診に導入。 

③ 多目的スポーツ広場整備事業   11,888円 

・鹿放ヶ丘地先 8,000㎡ フェンス・トイレ設置 

・多種目スポーツ活動に対応（サッカー、ソフトボール、グランドゴ

ルフなど） 

④ 新規にブックスタート事業が始まる！ 756円 

読書環境整備の一つとして、公明党が推進。やっと実現！4か月

検診時に絵本を配布。 

関連質問 

１ 施政方針について 

（２）防災対策 

地域防災計画の見直しの中で生活者の多様な視点を反映し

た防災力向上を図るため、防災会議に女性委員の登用を強く要

望する。 

（４）公共交通施策について 

【問】「公共交通の在り方」（案）について、交通空白地域を「バス停

から４００ｍ以上」と設定されていますが、高低差や曲がりくね

った道もあり、空白地域でない（４００メートル以内）と断定され

た所でも空白地域はあります。この設定は変えないのか。 

【答】高低差や高齢の方が多く困っているなど、要望も上がってい

ますので、地域の実情も考慮したうえで交通施策の検討を進

めていきたい。 

 

 

 ２月の市議会議員選挙を経て、新メンバーにて５会派の代表が

執行部の姿勢を質しました。 

【代表質問】 ≪施政方針について≫ 

（１） 子育て支援策 

【問】小学校６年生まで通院医療費を助成している県内他市はどこか。 

【答】松戸市、船橋市、香取市、富里市、勝浦市の５市で、さらに中学

校３年まで実施している市は、市川、浦安、我孫子、印西、成田、八

街、市原、袖ケ浦、木更津、君津、富津、匝瑳、いすみの１３市で県

内３６市のうち１３市が実施しています。 

【問】子育て日本一に向けた本市ならではの目玉施策を今後考えてい

くのか。 

【答】こどもルームやプレーパークは他市から視察に来るほど優れてお

ります。新たな施策についても創意工夫を持って対応していきます。 

【問】保育所待機児童を解消するため取り組みをしていくのか。 

【答】本年３月の時点で１３９人の待機児童がおり、４月には半数強が

見込まれております。喫緊の対策として、簡易保育所入所児童保護

者の経済的負担の軽減、幼稚園や簡易保育所の協力を得ることな

どの対応を考えています、 

 

（２） 災害対応・防災対応 

【問】大地震発生時の初期段階で被害を最小限に抑えるための改修・

整備の必要性は。 

【答】急傾斜地崩壊危険地域とともに、印旛土木と法面の状況等を確

認しています。又、避難所の耐震化と通信途絶対策として防災行政

無線移動系の配備などの対策を進めています。 

 

（３） 高齢者福祉（介護） 

【問】諸施策の内容について伺う。 

【答】重点事業としては、地域包括支援センターの充実や介護予防事

業の充実、介護サービスの提供体制の整備、認知症対策や見守り

体制の充実などの事業を推進してまいります。 

【問】介護サービス受給外の高齢者世帯の問題点について伺う。 

【問】一人暮らし高齢者や高齢者のみの世帯が増加し、必要なサービ

スが受けられないケースや、緊急時の対応の遅れなどの課題があ

ります。 

 

 

（４） 公共交通施策 

【問】取組む具体的施策とは何か。 

【答】①交通空白地域、不便地域の設定を行い人口密度を勘案して短

期中長期別に不便地域の解消を検討する。②ヨッピィの運行改善に

ついては、運賃改定や運行ルートの見直し、駅への乗り入れなど調

整を行います。③公共交通の利用促進民間路線バス再編による利

用促進やパンフレット等による時刻表などの情報提供を行います。 

 

3月議会の主なものを報告します。 

プロフィール 

■ 昭和２９年生まれ    

■ 東京都八丈島出身 

■ 茨城大学理学部卒業   

■ 元高校の数学教師 

■ 家族 夫と一男一女   

■ 党役職 県規律委員     

■ 大日在住 

                         H24春号 
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生命とくらしを守る庶民派！

H21.4 

高橋きぬこレポート 

中３まで通院費助成拡大が実現！ 

新年度一般会計当初予算のうち、子ども医療費助成について、

８月から所得制限を廃止し自己負担金を２００円に統一するという

執行部原案に加えて、「通院費助成を中学校３年まで拡大」を盛り

込んだ修正案を公明党が提出し、賛成多数で可決されました。「こ

のままでは印旛管内他市と比べて大きく後れを取る。市長が掲げ

る子育て日本一のまちづくりとかけ離れた状態に陥る。」との理由

で提出しました。当初予算は３７００万円増となります。子育て世代

の数多くの方々から喜びの声が上がっています。 
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相談はお気軽に！

423-5599 

次回の議会予定 

6月 4日（月）     開会 

6月 13日～21日  一般質問 

6月 27日（水）    閉会 

 

議案に反対！ 

 

 

請願採択！ 

決議に賛成！ 

「平成 24年度一般会計予算執行に関する決議」に賛成討

論を行う 

理由：本決議（案）の提案理由は、予算の執行に当たり、より

厳しい視点で財政運営を求めるとともに、「子育て日本

一」を目指しつつ、高齢者等の市民福祉の向上に資する

ことから賛成討論をしました。 

議案第 7 号「四街道市土地区画整理事業基金条例等

を廃止する条例の制定について」反対の理由 

① 保留地【付保留地】処分が完了していないこと。 

② ベンゼン汚染問題に関する裁判が終結していない

こと。 

③ 付保留地の取り扱いについて他の地権者と比べて

不公平となるおそれがあるにもかかわらず、当該他

の地権者に対して説明が不十分であること。 

 

「JR四街道駅脇の『和良比踏切』の改修を求める請願」

が全会一致で採択！ 

2,423 名の署名を添付した請願が、議員全員の賛同を得て採

択されました。四街道市議会公明党は、安全安心のまちづく

りのために、踏切の改修整備を政策に掲げていますが、その手

始めとして和良比踏切の改修を推進しています。和良比踏切

は、車両は一方通行になっているものの交通量が多く、自転車

や歩行者との対面交差等による危険な状況が日常化しており、

これまでに傷害事故も発生しています。また、今後予測されて

いる大地震が発生した場合の避難救助の上からも踏切の拡幅

等の改修が急がれます。 

今後は公明党を挙げ 

て実現に向け取り組ん 

で参ります。 

署名にご協力頂きま 

した皆様、大変有難う 

ございました。 

 

 

委員会 

新たなメンバーでスタートしました。（任期２年） 

常任委員会 

 総務常任委員会（定数６人） （委員長）清水清子 

環境経済常任委員会（定数５人）（委員長）高橋絹子 

教育民生常任委員会（定数６人）   市橋誠二郎 

特別委員会（定数各 7人） 

新総合計画調査特別委員会      清水清子 

議会改革特別委員会         高橋絹子 

ごみ処理問題特別委員会 （副委員長）市橋誠二郎 

            

 

本会議での採決における判断 
トピックス 

① 防災計画の見直し 

市民の安全安心の確保を第一に考え、想定される災害に

的確に対応するため、東日本大震災を教訓としながら平

成１９年度に策定した地域防災計画を２４，２５年度の

２ヶ年で見直しを行い２６年度から再構築を図る。 

② 介護保険料金の据置（第５期） 

多くの市町村で持続可能な制度をキープするためやむ

なく保険料を値上げする中、当市では元気な 65歳以上

の高齢者が多く介護認定割合は、全国平均 17.8％ 県平

均 13.9％ 当市 11.6％となっております。財源は介護

給付準備金の活用と新たな保険料区分の設定を行い、前

期の基準額（所得によって変わります）と同額 38,400

円（月額 3,200円）で、県内 54市町村の中、最も低額。 

③  安全で安心なまちづくり条例が制定 

各項目それぞれ実効性のある条例にするため各機関と

の連携が必要。消防署前の安全安心ステーションを拠点

として、情報の発信などを行っていく。防犯カメラ設置

については、個人情報保護の問題を含め、協議会の中で

議論を進める。 

④  健康こども部の新設 

子育て日本一のまちの 

実現に向けた施策推進 

の強化・充実を図るた 

め新設。従来の健康福 

祉部が、福祉サービス 

部と、健康こども部に 

なる。 

 

 

 

 


